






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































戸》釣丁．．》 二？写f: 1Ｌｒ ｌ録一．鱈Ⅲ－．．】・・二ｗｈｉｉｉｆ：1'「〆）倉H
JT菫■し口馨｣ノ
ご
鳶>lii｢て(～
～護､
行
．Ｎ‘． …一一/鮒蝋譲
山口狐剣著『社会主義と婦人｡ｆ
［法政大学附属図書館蔵］
建部か説く社会学とは、広義においては、社会の研究に柾ずろ学問であり、狭義においては、社会の理法（法則〉を研究する科学であるそし
十年、‐ｂ
て社会とは何か建部によれば、社会とは一一個以上の人の協同生活の体（すかた）てあうねという（一七頁）
＊
＊
こ
い
人
山口孤剣〈一八八一一～一九一一ハ〉、明治期の社会、王義者）は、明沽一一一十七年（一九ハ）四）上１月、週刊『平民新聞『｛や社会、正義に関する誇物を輔単
｝」、い
につむと、蒲柳の・身を艇して、社会主義伝播⑪ため、東京から下関まで伝道行商の旅にでた〆
かれは一着しかない古洋服に身をつつみ、物寂しい漁村の夕ぐれ、海道の松並木のそばで、失業中の無宿の青年に社会の欠陥、時代の好悪につ
いて語った一ときに明治一一一十八年（一九Ｃ五）の春まだ寒きころのことであった一
テ
ー
マ
山口は、社会、王義について説かんと欲し、その題目を貧苦にあえぐ女性にとった②が『社会主義と婦人繧（〈明治弼・７〉と題する書物である同
書〈四六判、全一四Ｃ頁、発禁）は、十一一章あり、内容の概略は１１第一章緒論第一一章から第十一一章までか社会主義と婦人労働者、貧しき婦
人
、
富
め
る
婦
人
、
家
庭
、
下
稗
、
婦
人
の
職
業
、
婦
人
の
生
活
、
婦
人
の
教
育
、
婦
人
の
道
徳
、
婦
人
参
政
権
結
語
‐
で
あ
る
卜
明治37年（19()4）１()月５日、′]､田頼造（右）とともに社会主義伝
道行商に出るⅡ|口孤剣（左)『両人はニグフ｢1寸有楽町の「平民社Ｉ
ｊＭｊ立し翌年の１月２５日に下関に到着した約3()O里の旅程を
1］４１]かけて踏破した“
（週間新聞「頂言｣i明抽３８．２．１９付）よ')…
(5()）１５１ 
社会学伝来薑考
集員の甘言にのり、詐欺』
密室に閉じ込め監視した》
途に泣く……」（一一一頁）。
著者が説く社会主義とは、いかなるものか。それは働く者には職をあたえ、貧しい者をなくし、社会に生きる男女に公平なる権利と平等を享受
せしめることであった。しかし、現実はどうか。貧しい者は泣き、富める者はおごり、強い者は弱い人間を闇に追いやっている。
また産業革命は、紡績工場で働く多くの女工を生んだが、彼女らは長時間労働と低賃金とにより、極限に達していた□多くの女工は、会社の募
集員の甘言にのり、詐欺的契約書に盲印を捺さしめられ、連れて来られた者たちであった。大阪のある紡績工場では、ひどい食事を出し、酷使し、
し
ｒ
ｊ
 
著者は語る。代議政治は布かれたが、立法の権を握っているのは、小数の貴族と富豪だけである、多くの労働者と婦人は、それをあたえられて
く
び
き
いない。法律ができ、政治はおこなわれてはいるが、一一千万人の婦人の権利は確保されてはいない〈』圧制と貧苦の純に泣いている女性はいか仁多
いことか。
▲
 
〃
ｈ
Ⅱ水祓牧中小杖腿刎噸雛蔦允旧作之巡校閲》｝；し
朝はみそ汁一杯と飯（麦が九割、南京米一割）が出、昼と夜は、たくあん一一切れにア》ンの干物またはイワシ一本と麦飯といった献立であった》
（彼女らは）いささかも滋養の恩恵をうけることなく、鉄道馬車のやせ馬のごとく酷使された》
建部の『糟麺繍全学社会理学』〈明治柵・加〉は、またの名を社会実在論社会実体論という。著者によると、こんにち社会学をもっとも狭義に
破れ一一一味線を抱えて、橋のたもとに立つ女性、あかごを背負い、石炭の運搬にしたがう女性、齢八十をすぎた納豆売りの老女……、
こ
人
手
：
「た蜜に貧しき婦人のみにあらじかし、生活の困難は大石の物を圧、するが如し、才女も職業を捜して困厄し、賢女も技を用るところなくして窮
授戦卵大ヤピン､，豆因米
－．７ヶtB5Tqプ０℃▲DP「
著原スグンヂギ
Ⅲ
水
驚
酵
剃
譜
噛
網
斡
部
評
[ 
『’』》「ｉＩｌｉＩ・ｌ１Ｉｊ》や
‐
》
Ｓ
ｐ
Ｐ
ロ
●
■
 
■ｂ⑤６９『
會
學
。》報戸Ｌ叩１１ＩＩＬ
解した場合、社会理学とせざる奏えないという’
熱社会理学（すなわち社会学）は、社会実在の理法〈法則〉を研究するものであり、こつに
よ
雌分けて叙述するのが便利であるという＃一つは宇宙に由り、宇宙における社会実在の理法
箸
ｌ
社
会
と
一
般
実
在
と
の
外
的
関
係
の
根
本
墨
を
研
究
し
二
つ
は
社
会
が
発
生
し
、
存
在
し
、
変
遷
原スグする理法１１社会自体の内的作用の根本原理を攻究気する法を叙するやり方。
、〉群社会学の学理（理論）における根本観念（考え）は、宇宙・人・理法であり、この二一つの
観念を明らかにするのが、社会理学の第一原理（普遍原理）であるという’
150（5１ 
第一一巻の内容の概略はｌ第一篇普遍原理第一章宇宙第二章人第一一一章理法第一一篇普遍原則第一章存在第一一章進化
第一一一篇特殊原理第一章社会の要素第一一章社会の規定第一一一章社会の動因第四篇特殊原則第一章社会の成立第一一章社会の
Ｑ
 
発達‐‐Ｉである《、
Ｉし搾いつ》ごレムいつ
これは四四八頁もある大部な訳書であり、全部で一一十四章から成る：内容の概略は「’’第一章民族と社会第一一章人類の聚業群居をなす
に適する地第一一一章人類の聚業群居するに至る方法第四章社交的民族の合成及び合一第五章社交的個体の実用的活動第六章社交の
発達第七章協力第八章社交的快楽第九章社交性第十章社交的個人の類別１１である、
ギィデイングズがいう社会学とは何か』》かれによると、社会を科学的に研究するのが社会学だという』そして社会学における研究の単位は、社
交的個体であり、その性質、その習性、その活動を考究するのが社会学なのである。
で反訳したものである》
明治一一一十一年、内閣の不和によって第一一次松方内閣は崩壊し、代わって第三次伊藤内閣が成立したく”超然内閣〃）。しかし、伊藤は地租増徴案
を否決され、さらに民党合同といった新しい事態をむかえ、政権を投げだし、大隈と板垣を後継首相に推した』
同年六月、大隈内閣（最初の政党内閣〉が成立するが、十月に崩壊。十一月、第二次山県内閣が成立した、衆議院において、地租増徴・地価修
この年は、ストライキがあいついだ二一月、日本鉄道会叩
一展きれるや、機関手四○○名はストライキに突入し、上野
○名は、労働条件の改定に反対してフヘトラィキをおこした〈
同年六月、‐
正法案を可決〈
幸徳秋水ら、社会主義研究会をつくる、警察官が人に声をかけるときの用語が定まった》車夫や馬丁らには、「おいおい」「お前」、それ以上の
人にたいしては、「もしもし」とか「あなた」などを用いることになった。
ギヂングズ原著『社会学』（明治調．、）は、同氏が大学生のために著した向薑§冴亘ぎぎ量亀（一社会学の原理』）を警醒杜の編輸部のほう
明治一一一十年〈一八九七）から同四十五年〈一九一二）まで
日本鉄道会社の機関手らが、待遇改善をもとめて、福島機関部を中心に同盟会を結成したことで解
入し、上野・青森間の列車が運休したり、遅延した二一一月、三井富岡製糸所の通いの女工ら約七○
52）１４９ 
社会学伝来考
盟会を結成した．
また大阪では、
明治一一一十一一年（一八九九）、在日欧米人は、領事裁判権をうしなう代りに、日本国内のどこにでも居住し、商業活動をおこなう権利をもつこと
になった。八月、私立学校令が公布きれ、私立学校にたいする監督が強化された』十月、木下尚江・河野広中らは、東京において普通選挙期成同
明治一一一十一一一年（一九○○）一月、社会主義研究会が、社会主義協会と改称した》会長は安部磯雄、幹事には片山潜がえらばれた二一月、足尾銅
山被害民一一○○○名が上京の途中、館林で警官隊と衝突した二一一月、治安警察法が公布され、政治結社・集会・デモ・ストライキは違法とされた。
この法律は、労働運動に大きな打撃をあたえた。四月、各地に金融恐慌おこる’六月、北京の各国公使館が排外民族主義運動の義和団に包囲され
また大阪では、大日本労働協会、小作条例期成曰
どを結成した、この年『中央公論』が創刊された。
たため、七月、閣議で一個師団の派遣を決定。
明治三十四年（一九○二五月、安部磯雄、片山》
民党」の結社届を出したが、これも即日禁止された⑬
六月、第一次桂内閣が成立した」同月、東京市役所において星享が暗殺された、十月、足尾鉱毒事件、議会において解決せず、ために衆議院議
員を辞職した田中正造は、十一一月、議会の開院式より帰途についた天皇に直訴したが、望みは果せなかった》中江兆民の死。
明治一二十五年（一九○一一）一月、ロンドンにおいて日英同盟協約が調印された二一月、最初の普通選挙法案が衆議院に提出きれたが、否決され
この年の大きなストライキは、同一
砲兵工廠でもストライキがおこった。
た
Ｃ 
ｒ 一一一月、各地に官立の高等専門学校が設立された。一方、私学では東京専門学校が早稲田大学と改称。
明治一一一十六年（一九○一一一）五月、長崎三菱造船所において鉄工ストライキがおこる。六月、東大教授ら政府にたいして対露強硬論（建議書）を
提出。これをきっかけにして、各新聞の論調は主戦論にかたむいた。
十月、第四次伊藤内閣が発足。幸徳秋水『万朝報』において、非戦論を発表．
淵台三十四年へ一九○一）五月、安部磯雄、片山潜、木下尚江、幸徳秋水らは、「社会民主党」を結成したが、すぐ禁止された。六月、「社会平
同年七月呉海軍工廠でおこったもので、職工五○○○人が仕事を放棄し、軍隊が出動し鎮圧した一人月、小石川
小作条例期成同盟会、東京では新聞社や印刷工場の印刷工・活版工ら定新聞工茶話会、活版工同志懇話会な
148（53） 
行
一
Ｆ､！ 明治一一一十七年｛一九○四）、日露交渉か打切られ、二［
入した。日清戦争後、ロシアは一一一国干渉により、東清緋
二月、陸軍は仁川に上陸し、海軍は同月八、九日旅順
行された（雑誌『太陽』第十巻第十五号、明治師．ｕ）〈
八月、黄海海戦、九月、遼陽を占領、十月、沙河△悪
また「社会主義協会」には、結社禁止命令が出きれた》
明治一一一十八年（一九○五）一月、旅順のロシア軍は密
五月、日本海（対馬沖）海戦で日本海軍はロシアの
明治一一一十八年（一九○五）一月、旅順のロンア軍は降伏し、一一一月、日本軍は奉天総攻撃を開始した』
五月、日本海（対馬沖）海戦で日本海軍はロシアのバルチック艦隊を破り、これによって制海権についての心配はなくなった》八月、アメリカ
のポーッマスにおいて、日露の講和会議がはじまり、九月平和条約（ポ１ツマス条約）に調印した》各地において講和反対の大会がひらかれ東
京では日比谷焼打事件がおこった》軍隊が出動して、鎮圧ざれだ
十月、非戦論を唱えていた『平民新聞』は発禁となり、幸徳は軽禁鋼五ヵ月の判決をうけ収監された》同紙の最終号は〃全面赤刷り“であった》
かねて政府当局者は、社会上極端なる思想が広まることを憂慮し、警戒をつよめ、きびしくその撲滅を実行しつつあった》社会主義に関する定
期刊行物（新聞、雑誌）や図書は、取締りのいちばんの対象であった。また社会の秩序や風紀をみだす社会主義運動（ストライキ）も等閑に付す
ことのできぬものであった。当局の観るところ、社会主義とは〃社会における不平の感情“に外ならなかった（法学博士・塩沢畠貞「社会主義取
締に就て」（雑誌『太陽』第十六巻第十一一一号所収、明治蛆・川を参照）（｜
明治三十九年（一九○六）一月、第一次西園寺内閣の成立》堺利彦、西川光―一郎ら「日本社会党」（わが国初の合法的無産政党）を結成した』
Ⅱ月、薄ヨカ半日運動が敦化した」五月、アメリカから帰国した幸徳秋水は、六月に開催された社会党の演説会において、「世界革命運動の潮流」
四
月
、
韓
国
の
半
日
運
動
が
激
化
し
た
』
五
月
、
ア
メ
リ
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
演
説
し
、
直
接
行
動
論
を
主
張
し
た
十一月、幸徳秋水・堺利彦ら、「平民社」を結成し、週刊『平民新聞』を創刊・片山潜は『都市社会主義』を、幸徳秋水は「社会主義神髄』を刊
日韓議定書と日韓協約が調印され、以後日本政府は韓国を保護国化する政策を推しすすめ毒
八月、黄毎海戦、九月、遼陽を占領、十月、沙河会戦。十一月、『平民新聞』は、堺・幸徳共訳の
Ｕ四）、日露交渉が打切られ、一一月ロシアに対して国交断絶を通知し、ついに日露戦争（朝鮮や満州をめぐる争い〉へと突
ロシアは一一一国干渉により、東清鉄道敷設権や旅順、大連の租借権をえ、量一らに満州に駐兵して日本の覇権をおびやかした。
上塗し、海軍は同月八、九日旅順港外のロシア艦隊を攻撃した。旅順攻撃は、じっに宣戦の布告（一一月十且に先だって敢
『共産党宣言』を訳載し、発行禁止となった。
(54）１４７ 
社会学伝来考
こ
旧
人
明治四十一年（一九○八）一一一月、東京において大博覧会がひらかれた》六月、〃赤旗事件〃おこる‐１１‐社会主義者・山口孤剣の出獄歓迎会で、大
杉栄、荒畑寒村、堺利彦らは、「無政府共産」の〃赤旗〃をかかげて警官隊と衝突し、逮捕きれた。七月、西園寺内閣は総辞職し、第一一次桂内閣
六月、日露協約を締結し、
した。東北帝国大学の創設。
八月、呉海軍工廠や小石川砲兵工廠で、戦時手当の廃止反対や賃上げを求めてストライキがおこった。十一月、南満州鉄道株式会社の設立□
明治四十年〈一九○七）｜月、日刊『平民新聞』が創刊されるが、同年四月、発行停止となる二一月、足尾銅山で大暴動がおき、坑夫六○○名
が検挙きれた》六月、別子銅山でも暴動がおき、軍隊が出て鎮圧した、
六月、日露協約を締結し、朝鮮および満蒙における特殊権益を認めあうことになる》七月、韓国の内政全般を韓国統監の指揮下におくことに決
明
治
四
十
二
年
二
九
○
九
）
安重根によって暗殺された、
明
治
四
十
三
年
〈
一
九
一
○
）
五
月
、
大
逆
事
件
一
瞥府を設置し、初代総督には寺内正毅が就任。
が成立した、
明治四十四年〈一九一一）一月、幸徳秋水ら十一一名にたいして死刑が執行された．五月、特別高等警察〈〃特高〃）が設置された』七月、関税肩
主権を回復。第三回日英同盟協約に調印。八月、第一一次西園寺内閣の成立》東京の米価が暴騰する』十二月、東京の市電のストライキはじまる《
明治四十五年〈一九一一一〉一一一月、呉海軍工職においてストライキおこる、四月、日本郵船のストライキおこる六月、富山県新川郡で米騒動お
よ
し
ひ
と
ぜ
ん
ぞ
七月、明治天皇が死去し、皇太子壽仁が践鮓（即位）‐‐）「大正」と改一巧
九月、乃木希典夫妻の殉死》十月、荒畑寒村、大杉栄ら『近代思想』を創刊》十一一月、西園寺内閣が総辞職し、第三次桂内閣が成立した》
ちなみに明治末年の東京市の人口は、約一六一一万人、他府県からの入京者は約五一一万人、すなわち東京の総人口の約一一一分の一弱であった》また
奉公人の需要は多かったが、低賃金であり、一ヵ月の給金は、一一一円から四円、雑収入を加えても五円ほどであった（横山源之助「下級労働社会の
こ
る
九月、アメリカ人フェノロサの死。
（一九○九）六月、幸徳秋水らは『自由思想』を創刊したが、すぐ発禁となる》十月、伊藤博文はハルビン駅頭において、韓国人
五月、大逆事件の検挙はじまり、六月、幸徳秋水逮捕きれる。八月、韓国併合について日韓条約なる》九月、朝鮮総
146（55） 
一大矛盾」『太陽』第十八巻第五号所収、明治妬・ｌＹ
つぎに明治の末年ｌ明治四十年代に公刊された目ほしぃ社会学文献を一覧表にすると、つぎのようにな蓬
曰
小林照朗著
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吉
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山
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編
小
林
郁
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建
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吾
箸
小林郁著
江
部
淳
夫
著
建部迩吾述
滋
賀
縣
師
範
学
校
編
河田嗣郎箸
戸
田
海
市
著
樋口秀雄著
加
地
歌
三
郎
箸
財
部
静
治
著
樋
口
秀
雄
箸
鳳鑛》日本之社会』〈建部迩吾編修「社会学論議第一一巻』）所収、金港堂書籍株式会社
『近世社会学』成美堂
『平民主義』隆文館
綴藻社会学講話』同文館蔵版
『帝国百科全書第一八九編社会進化論』
『
社
会
学
術
語
稿
本
自
殺
論
社
会
学
ノ
一
二
書
』
弘
道
館
『帝国百科全書第一九九編社会心理学』
繍緬鍬一一学社会静学悟金港堂書籍株式会社
『世界哲学文庫第一》一巻コムト全』富山房
『文明論』〈建部避吾編修『社会学論議第一一一巻騨所収、金港堂書籍株式会社
『社会学講義』早稲田大学出版部
『社会研究』沢五噸堂
一．経済全書社会主義論』宝文館
『日本乃社会』博文館
碆
社
会学小史全』二松堂
『社会発達論』（建部避吾編修社会学論議第五巻』）所収、金港堂書籍株式会社
『社会統計論綱』厳松堂書店
『社会学十回講義』二松堂
＊ 
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社会学伝来考
l~－－－~￣~~芒－－－－－．－－－~－－－－~－－－￣~－－－－－￣－－１ 内容の概略は１１第一篇序論第一章人文の発展第一一章社会学の概念第一一一章日本社会の研究第二篇日本社会の物的基礎第一
章
汎
論
第
一
一
章
地
理
第
一
一
一
章
民
族
第
一
一
一
篇
開
国
前
の
日
本
第
一
章
政
治
第
一
一
章
教
化
第
一
一
一
章
経
済
第
四
篇
開
国
後
の
日
本
第
一
章
で
、
一
珍
力
く
こ尖，“か
擬夷第一一章崇外第一一一章自覚第五篇将来の日本第一章日本民族の意識を論ず第一一章日本民族の性情を論じて黄禍論の妄を弁
ず
第
三
章
文
明
の
帰
趣
を
論
じ
て
日
本
文
明
の
将
来
に
及
ぶ
１
１
で
あ
る
Ⅵ
か
入
な
か
ｆ
同書（全一一一七一一一頁ある）は、惟神の道を説いた呪文ほレ」はひどくないか、いまから観ると、ひしように国家、正義的な色彩か濃い印象をあたえ
小林照朗の疑耀騨日本之社会』〈明治川・’）は、もともと大学の卒論であったものに手を加え、諭著としたもののようだ「凡例Ｌによる
と、日本社会の進捗、民族発展のあとを通覧したのち、新社会の特質を攻究し、将来における日本民族の覚悟、国民の義務などについて論じたも
る
』
著
者
が
い
う
日
本
社
会
の
特
徴
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
い
わ
く
１
１
のとい、７
。
日
本
社
会
は
、
恰
も
異
種
の
有
機
体
一
よ
り
仮
用
し
た
る
処
の
も
の
を
、
全
然
乱
日
本
民
族
性
情
の
特
質
な
り
一
七
五
頁
）
１
１
１
 
京
章
成
美
堂
叢
行
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
１
１
１
 
没
瓜
・
〃
恰
も
異
種
の
有
機
体
の
如
く
、
》
処
の
も
の
を
、
全
然
融
化
し
、
国
鶴
マ守八Ｐ－ｌハ
ニ」Ｊ
ｎ号》傘、ｎ
東洋文明と西洋文明とを以て、文物の燦燗たるを致し、而血・・其固有の精華を殿損するこ、となし恩ふに、外国
７ヘム心でい》
由つい早口（、⑤」
海
外
よ
り
輪
致
し
た
る
一
切
の
事
物
か
』
以
て
、
宛
然
（
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
「
ｉ
ｉ
引
用
者
〉
固
有
の
も
の
と
な
す
は
．
正
に
是
れ
、
遠藤隆吉著ｉ近Hf社会学｣Ｌ
[日本大学文理学部附属図書館蔵〕
著
者
に
よ
る
と
、
日
本
は
絶
海
の
一
小
｛
島
で
は
あ
る
が
、
そ
の
民
族
は
、
〃
天
孫
〃
で
あ
る
と
し
、
進
取
の
社
会
で
あ
る
と
い
う
□
神
州
固
有
な
る
伝
来
の
信
条
は
か
た
く
、
い
ま
だ
か
っ
て
外
国
思
想
の
汚
染
を
ゆ
る
し
た
こ
と
か
な
い
そ
し
て
、
万
世
一
系
の
天
皇
の
も
と
に
、
日
本
社
会
は
比
類
な
き
発
展
を
と
げ
た
と
い
う
〃
遠
藤
隆
吉
の
一
近
世
社
会
学
』
（
明
治
艸
・
３
）
は
、
五
〔
エ
ハ
頁
も
あ
る
大
著
で
あ
る
垂
建
藤
に
よ
ろ
う
し
竃
．
き
『
の
と、いまだ〃社会学史〃か備わらぬため、社会》←の初学者は「研究の序を尖ひ、岐路に坊
144（５７ 
内容の概略は！…序論第一章本書の内容第一一章本書の材料第一一一章社会学は記述的帰納法の科学なること第四章社会学研究法
第五章社会学の対象第六章社会学の問題を定むる深浅について第七章社会学研究法と系統
本論第一章従来諸方面の研究第二章従来の社会学系統第一一一章社会学の問題第四章意志論第五章意志結合の条件第六章
意志結合の種類及び系統第七章意志結合の準第八章社会学的結果附録社会史論第一章歴史一般第一一章社会史の性質１１であ
僅する者」亀厄という』そのため著者は、社会学の歴史的発達とその系統を建て、斯学の何たるかを明らかにしようとした、と「序」の中で語っ
このうち興味を引くのは、「社会学研究法」である》社会学はどのように研究したらよいのか』またどう研究すべきなのか㈲遠藤はまだそれを
研究中であるとし、他日それについて一書を著すつもりであるとしている
そ
の
も
り
こ
れ
あ
た
かれは、「研究法は、其の力を用ひんとする対象たる社〈毒現象其者を知らざれば、十分に之を組織すること能はず」（一八頁〉とのべ、「観察、
概括、帰納、演緯、回想、実験等は、各科学に共通なる研究法なり」（同頁）とその大略をしめしている》
幸徳秋水の『平民主義』（明治如・４）は、同人が明治三十六年（一九○一一一）の冬より、同一一一十九年（一九○六）の冬に至る一一一年間、週刊「平民
新聞』『直言』『光』およびサンフランシスコの『日米』などに発表した記事をまとめ、一書としたも②という“”平民主義〃とは、いまいうとこ
イ」いつ②○
る
レ
ハ
ろ
の
〃
民
主
主
義
〃
の
こ
と
で
あ
る
者）せらる」〈五頁）のである』
幸徳によると、平民は兵馬の権、富、爵位をもたず、ぜいたく一一一味をする力もないという。しかし、かれらは何んら武器をもたないか、といえ
ば、そうではな恩平民はじっに有力なる武器をもっているのである、それは何かというと、”多数〃である一たった一人の人間が、ストライキ
ひ
こ
；
・
も
こ
倣
い
た
ん
を起しても侮辱をもって見られ、無視されるだけである。けれど多数の同盟罷工（ゼネスト〉は、「恐怖を以て敬憧（うやまいおそれるｌ「引用
つづく．
『平民主義』は、一一七二頁あり、項目を大別すると、「社会主義」「非戦論」「思想と趣味」「下獄と外遊』「撃石火」などから成る。
「社会主義」の項では、「棲惨の声平民と社会主義車夫と社会主義巡査と社会主義富者と社会主義生存競争と社会主」といったものが
(58）１４３ 
社会学伝来蕾考
内
容
の
概
略
は
ｉ
ｉ
ｉ
第
一
章
社
会
学
と
は
何
ぞ
や
第
戻
せ
ん
と
す
る
も
の
第
二
章
意
志
の
性
質
等
々
ｌ
で
あ
る
。
遠
藤
は
「
第
一
節
社
会
学
は
広
い
学
問
で
な
い
こ
と
」
Ｅ
化
論
（
承
前
）
第
五
章
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
進
化
論
第
六
章
ス
ペ
章
ウ
ォ
レ
ー
ス
、
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
の
学
説
第
九
章
ド
ラ
モ
ン
ド
、
鴎
会進化論第十一一章ウォードの社会進化論結論Ｉｉである．
遠
藤
隆
吉
編
『
社
会
学
術
語
稿
本
自
殺
論
社
会
学
ノ
一
二
書
』
一
内
容
の
概
略
は
１
１
社
会
学
の
一
二
書
一
ロ
ッ
ス
教
授
の
社
会
心
冠
信
文
字
の
統
計
的
研
究
自
殺
論
自
殺
の
方
法
と
場
所
自
殺
の
本
挫
遠藤隆吉の驫繍社会学講話』（明治判・６〉は、一般むきに社会学の大略を叙したものである』同文館の教育叢書は、児童教育の参考になるも
の、といった趣意から、要点をやさしく、懇切ていねいに記述したものである、
村
容
の
概
略
は
ｉ
ｉ
１
第
一
章
社
会
学
と
は
何
ぞ
や
第
一
節
社
会
学
は
広
い
学
問
で
な
い
こ
と
第
二
節
社
会
学
の
発
達
第
一
一
一
節
社
会
現
象
の
定
義
を
発
見
で
あ
り
、
史
的
論
評
の
中
に
は
と
ぶ
ん
の
意
見
を
述
べ
て
あ
る
と
い
う
一
Ｕ
 小山東助の『社会進化論』〈明治蛆、２）は、社会進化とはいかなるものかを明らかにしたもので、英米学界における社会進化論の発達小史を描
いたものである。本書は英米の学者の思想を類別叙述し、それに批評を加えたものにすぎない、と著者は断っているが、構想と着眼は独自のもの
内容の概略は１１緒論第一章進化論の由来第一一章社会進化論の先駆第一一一章ダルウヰンの社会進化論第四章ダルウヰンの社会進
論（承前）第五章スペンサーの社会進化論第六章スペンサーの社会進化論〈承前）第七章グルウヰン、スペンサーの学説比較第八
ウ
オ
レ
ー
ス
、
ヘ
ッ
ク
ス
レ
ー
の
学
説
第
九
章
ド
ラ
モ
ン
ド
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
見
解
第
十
章
キ
ッ
ド
の
社
会
進
化
論
第
十
一
章
バ
ル
ド
ウ
ヰ
ン
の
社
通常社会学は広い学問と思って居るけれどもそんなことは無い〈社会学と云ふものは社会一切の一一とを論ずると恩ふから大変広いやふである
し
けれども、若し社会一切のことを論ずるといふ日には到底人間一生の中に於て出来為話ではない□
そめ
ふお・〃了
独い
社会には種々雑多なことがあって其一部分を研究する学問ですら猶且不十分たあを免れない《｜況や社会一切の現象を研究せんとするに於てをや
で
き
う
か・ん．かえ
到底出来得べきものでない行》であるからして社会学を以て広い学問と恩ふのは誤った考である（一頁）
自殺論社会学ノ一二書』〈明治蛆・３）は、小冊子〈全四八富〈）である．
書
一
ロ
ッ
ス
教
授
の
社
会
心
理
学
ニ
カ
ァ
ヴ
ァ
１
教
授
の
社
会
学
及
社
会
進
歩
自殺の方法と場所自殺の本性に関する諸家意見‐Ｉ‐である〉
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
社
会
学
術
語
稿
本
日
本
に
於
け
る
迷
142（59） 
とくに「社会学の術語に就て」（一四頁）によると、外国における社会学上の術語の数はひじょうに多いといい、著者によっては異なる術語を
つくっており、また同一術語にしても意味が異なる場合が多い。もっともふつうの語を選ぼうというのが本術語表の目的であるが、まだ数が足り
ないし、バランスを欠いている箇所もあるという』
小林郁の「社会心理学』（明治蛆・８〉は、帝国百科全書の一冊として執筆されたものである。〃社会心理学〃とは、いかなるもの左
、
、
、
、
ると、これは人類社会の、心理的研究のことてあるという。そのテーマとするところは、人類社会であり、方法としては心理学的である
引上’ アイ才 愛愛
国
人
威権移住異族
結
婚
親分応用
社
会
学
］。『の
ご煙庁国。ごｍＨ屋
四二［ず。尽甸［ご
民ロ】ぬ【四口○二
の×○ぬ四門ご竜
》Ｃめい
四℃ご｝》の△、。、一○一○空『（一五頁）
一擬一般化
一夫一婦
一夫多妻
印
象
説
偉
人
英
雄
崇
拝
Ｒｐｏす
いのロの【国面瞬四口○口
目皀○口○ぬ四口〕冠
一■〕ｂ【の鯵凶。ご
殖『のＰ【ゴ］四口
ロ。――ぬ四国巳『
戸の閂。と気。【めす一℃ 【ず①○局「
著
者
に
よ
（「第一節
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社囑全学伝来.考
建部遡吾の『辮鞭繩全学社会静学』（明治遡・８）は、建部社会学の四部作のうちの第三作目にあたる》〃社会静学“とは、なんのことか、これは
別名、社会現象論ともいう。著者によると、社会はいかにあるかの問題！ｉ社会の現象を究明するのが、社会静学である
ぼ
ん
ざ
い
著者いわく、「社会静学は社会の見在（目の前にある、現存するＩｉ引用者）の説明なり」と、換一一一一口すれば、現実の社会現象を論理的に究明す
内
容
の
概
略
は
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一
編
序
論
第
一
部
第
一
章
主
題
》
け
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同じ著者の『社会学講義』（明治岨．？）は、早稲田の政治経済科のための講義録である』奥付がないので明治四十二年の何月に刊行きれたもの
か明らかでない建部によると、欧州に留学する前に、東京専門学校と東京帝国大学で一ヵ年間社会学の講義をしたが、学習用の著述としては意
建部は社会学の講義をおこなうにあたって、重要な点をいくつか述べている》まず明らかにせねばならぬのは、社会学とは何んのことかという
こと？社会とは何かということ、また社会学の研究方法には、どのようなものがあるかということである，社会学とは何かについては、「社会の
学問であると答ふる外はない」といっている、社会学を研究するうえで必要な学科について語っているが、歴史・文学・哲学・心理学・物理学・
論理学・経済学・法学・国家学・政治学・宗教学・生物学・人類学・医学など、砥とんどすべての学問かそうてあるといっている、
社会学の研究者は、第一に歴史と文学と哲学の歴史的知識の心得がなければならぬとしている》なぜなら歴史は、人間社会の経歴を客観的に叙
述しており、文学と哲学は人類の思想の変遷発達を主観的に示しているからである）
一一一一口｜）こ
著者いわく、「社会静学は社会の見在（目の前に
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しかし、今回早稲田大学の求めにより、旧稿の欠点を正し、新稿をおこしたという、この講義録は、社会学の大要を低えるものという（「緒
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学研究法本論上社会の現象第四章社会の発生第五章家族第六章国家第七章国際社会第八章経済第九章教化第十章
教化の方法本論下社会の本質第十一章社会成立の要件第十一一章社会の成立第十六章文明１１である」
か
お
纂
小林郁（一八八一～一九一二一一、東大、シカゴ大学で社会学を学び、のち拓殖大学教授）の『コムト全』（明治岨・加〉は、本邦初のオーキ
ュスト・コントの単行書である、小林には社会学、社会、心理学などの著書があるが、当時コントについてのまとまった論著が皆無であった事実に
かんがみると、同書が果した敬蒙的役割は大きいといわねばならぬ
わたしは「日本におけるオーキュスト・コント」について醤く腹案かあるので、これ以上同書について言及することを控えたい
江部淳夫の『文明論』（明治蛆。ｕ）は、明治一一一十八年（一九Ｃ五）四月に帝国大学に提出した論文に多少手を加えてなったも、といういま恩
師〈建部〉の勧めにより、上梓の運びとなったと語っている（「凡例」）：
内容の概略は１１第一篇緒論第一章社会及び社会学第二章人生の諸方面第一一一章文明の問題第一一篇文明の理論的研究第一章
お
よ
び
総論第一一章文明及文明史の研究法第一一一章文明の定義第四章文明の進歩第五章文明の体制第一ハ章国家的文明第七章文
明統一の理想第八章結論第一一一篇文明の史的研究第一章総論第一一章文明の原始状態第一一一章文明の地理学的根拠第四章都市
の国家的発達第五章民族発達史第六章政教史第七章学芸史第八章経済史第九章結論第四篇結論第一章国家的文明と
噂色『咋・に
世界的文明第一一章文明の趨勢丼文明史の問題第一二章現代の文明と社会悪第四章文明の将来第五章結論１１である、
本書は全一一一四一頁あるが、その要旨を述べると、第一篇は社会的論議を叙述したのち文明の問題について論じ、第一一篇では文明の理論的研究法
小林郁著『。」 全
第二に必要なのは、心理学と物理学の知識であるという、心理学は社会の成分をなす
人間の心界を説明するものであり、物理学は人類社会が利用し、支配し、われわれの幸
福を増進せんとする物界のすべての現象、自然界の法則を説明するものであるからとし
ている〈「緒言」一一～一一一百二
本誉は四一Ｃ頁もある大著である》いったいに建部か著した書物は大部なものばかり
である」
内容の概略は１１緒言序論第一章社会学の義解第一一章社会第一一一章社会
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を提案し、第一こ
う（一一一四○頁）。
すると社会主義を実現するには何が必要か》それに和
主義者の思想の根底をなすものであったと結んでいる、
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戸田海市（一八七一一～一九一一四、明巫
滋賀縣師範学校が編んだ一社会研究』（明治紹・３）は、小著（全一一六頁）であるこの本を編んだ主旨は、師範生に常識を修養させるためであ
かんよ虫Ｊ
るとし、社会の事物を観察きせることによって常識を極養させることが目的だという：
し
る
う
河田嗣郎の『経済全書社会主義論』｛明治蛆・皿）は、小著（全一一五首〈〉である．」ヨーロッパにおける社会、王義の誕生の歴史、社会主義とは
どのようなものか、などについて論じている．著者によると、社会主義の定義について、一一一一一口で明確な解答をだすことはできない、という’しか
し、社会主義者は、社会主義をもって、人類生活の唯一の理想としてあがめているとしている』
すると社会主義を実現するには何が必要か》それには政治上ならびに経済上における民主主義を建設することであるとし、これこそ古今の社会
いての論文を編纂したものという“
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六○六頁もある大著である》著者によると、過去数年にわたって書きためた、日本の国家社会のすべてにわたる特質やその社会問題につ
第三篇ではさらにその研究事項を掲げ、結論に至るものである”著者によると、眼目とするところは、文明論と文明の理論的研究とい
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，
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ユーダロ，
工場法制定に対する反対説を駁す第十七篇工場労働委員１１１である」
虚無主義や無政府主義のつぎに起ったものは”共産主義〃〈個人主義に反対して、平等無差別を主張し、財産の私有を否認する）
第
二
章
社
会
主
義
と
は
何
ぞ
や
第
一
二
章
理
性
派
の
社
会
主
義
第
四
章
マ
ル
ク
ス
派
の
社
資
本
集
積
論
第
八
章
社
会
主
義
化
論
第
九
章
マ
ル
ク
ス
以
後
の
社
会
主
義
第
十
章
社
138（63） 
わが国の社会学史上特筆すべき文献である
著者によると、本書は社会学の研究の由来と大勢とを叙した小著にすぎないが、斯学研究の現状とその傾向を知ろうとする専門外の人間にとっ
よ
し
て余師〈感化をあたえる師〉たるに足るべきものという（「序文」）、
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樋口秀雄箸『社会学小史全』
〔早稲田大学中央図書館蔵］
大きな勢力となっているのは、“社会民主主義〃であるが、これは偏狭なる個人主義から
出発したもので、こんにちの社会では、一つの空想たることを免れない、と語り、体制擁
護論をぶっている一
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び
で
鞠
樋口秀雄〈一八七五～一九一一九、東大で社会学を専攻、のち法政、真宗大学、仏教大学
で社会学やドイツ語を教えた）の》社会学小史全』（明治判・８）は、それまで欧米やわ
が国でまだ社会学の歴史について叙述した文献がきわめて少なかったことをかんがみると、
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社会学伝来.考
本書（全一七八頁）は小著であるが、比較的よくまとまっている概説書である》社会学的研究の源流は古代ギリシャであり、中世を経て近世の
国家学や法律の研究をもってはじまり、社会的科学もしくは社会についての理論は大いに完成の域に近づいた、と著者は説く。
著者の観るところ、社会学の研究法には六つあるという》まずは比較的研究、歴史的研究、統計的研究といった方法であり、これらは帰納的方
法（個々の具体的事柄から、一般的な命題や法則をみちびき出そうとするやり方）である、ついで物質的研究、心理的研究、総合的研究があり、
これらは演鐸的研究（論理にしたがい、必然的な結論をみちびき出そうとするやり方）と呼ばれるものである、
帰納的方法の仕務は、資料の供給にある。演鐸的方法のそれは、原理の開拓にあるという（一一二二頁）“
著者によると、近年の著しい傾向は、社会的諸科学の研究者が、おおむね社会学の世界に入ってくるようになったことである。学理の根底を社
会的の原理に求めようとするきらいがあり、しぜん社会学の領土が拡大されるに至ったという《》日本においては、加藤弘之は主に倫理の方面から、
穂積陳重は法学の方面から社会学研究に入るようになったことである』
加地歌一一一郎の『社会発達論』（明治判．、）は、金港堂の「社会学論議第五巻」に収められたものである一同書は全一一一ＣＯ頁あり、「序論」の
中で著者は、本論に入るまえに、その準備として必要なのは、〃社会とは何ぞや〃といった疑問を解くことだという』そして「人間社会は堕落せ
あ
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京都帝国大学法科大学教授である財部静治の『社会統計論綱』（明治判．Ⅱ）は、十数年前に刊行した書であり、その後久しく絶版のままであっ
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た》が、ことしの春にいたり、出版社の勧誘により、旧著の附録をすべて省き、近年発表した論文を加え再刊の運びとなったものである．
本書は五五八頁もある大著である。内容の概略は！！第一編概論第一節統計学の語源第一一節統計学の概念第三節社会上ノ大量及
其組成第四節社会統計大量ノ選定第五節観察大量ノ限定第二編本論第一章統計調査法卜類似調査法等々ｉ！…であ菱
統計学は社会学の研究をたすける補助学と考えられている。社会における一現象とその現象を現出させている諸事情との必然的関係を、一定不
変の道理をもって明らかにしようとする学者といえども、統計学が有用なることを無視できないという〈四八五頁）・
統計学は、大量観察のことである、統計は社会現象のおおよその趨勢を暗示している。だから社会の研究において、統計的研究は重要といわれ
形にしたものという（一凡佃」〉、
そ
の
内容の概略は’第一議社会学第一節社会学の源流及び其沿革第二節社会学の成立第一二節社会学の意義及び其学派第四節社
会学の研究法及び他の学科との関係第一一議社会の概念第一一一議社会の物的及び心的基礎第四講社会の構成第五識家族第六識国
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本書は四六六頁もある大著である著者は「序」の中で、「現世紀の大問題は、社会問題の解決にある」と述べている、社会問題が迫りつつあ
る現状にかんがみて、社会学の知識は重要であり、その知識をもってこの問題に備えねばならぬといっている』社会学に関する著書は多いが、あ
るものは高尚かつ遠大であり、またあるものは浩欝にすぎ、さらにあるものは難解である〉
統計学は、大量観察のことである、統計”
ばならない（樋口秀雄『社会学十回講義芒〈
すでに述べたように、わが一因において社会学の種がまかれたのは幕末であり、それが芽を出しはじめたのは、明治十年以前のことであった、と
きに西洋の諸科学がさかんに輸入されていたころの発祥であった、
幕末から維新期を経て、明治二十年代ごろまで、日本は近代化を達成するために、西洋諸圃｝をモデルとし、その文物を積極的に輸入し、適用し、
樋口秀雄の『社会学十回講義』（明治や５）は、初学者むきに平易に社会学について説いたものであり、夏期講習などの便を考えて十回講義の
社会学の知識を広めるには、こうした欠点を是正する必要がある著者かこの書を公にした所以である
明治期の社会学界の概括
（「凡例ご》
劃
(66）１３５ 
社会学伝来考
模倣するといった態度を取りつづけた日本社会学の起源を、どの時代のどのあたりに求めるかは、およそ可能であるか、社会学理論の移入紹介
の域を脱して、本格的な社会学の研究かはしまった時期を明確化するとなると、ちょっとむずかしくなる
が、有賀長雄の『社会進化論』（明治刑・川）をもって、日本における学問的な社会学研究の噌矢とみることができる：明治十年代は西洋から入
って来た新しい社会思想が盛んに移植されたときてあり、ことにミルやスペンサーの著述か翻訳され、大いに読まれた〆代表的な翻訳者としては、
明治二十年に入ると、社会学にかぶれたような述作や”社会……”とか〃社会学〃の名をかぶせた著作かばちぽち姿をみせるようになるこの
し
入
ご
》
時期、社会学関係の翻訳が何点か刊行され、また専門学校においても社会学の講義録が出版野（」れてはいるが、真正なる社会学の専門書となるとひ
上
よ
う
に
少
な
い
し
か
し
、
ひ
と
り
渋
江
保
、
『
社
会
学
全
』
（
明
治
Ⅳ
・
２
）
だ
け
は
、
唯
一
の
単
行
本
と
い
え
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
明治一一十年代ごろまでに、社会学関連の論文や著作を公にした文筆家や学者としては、ｌＩ田口卯吉、加藤弘迄、植木枝盛、外山正一、林包明、
田中定四郎、馬場辰猪、辰巳小一一郎、民谷吉次郎、穂積陳重、松尾岩五郎、渋江保、桜井吉松、金井延１１などかいる．
新学問、新思想といえば西洋から来たものが大半であり、しかもほとんどか翻訳であった維新後、フランスの人権思想やイギリスの古典的自
由思想などか移入されるに及んで、それらかわか［因の政治思想にも影響をあたえたか、何んといってもいちばん影響力か大きかったのはハーバー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
で
あ
る
ス
ペ
ン
サ
ー
の
著
述
は
、
明
治
十
年
か
ら
一
二
十
年
代
初
頭
ご
ろ
ま
で
息
長
く
翻
訳
紹
介
さ
れ
た
乗竹孝太郎や大石正巳、一二宅雄二郎などかいる
有賀長雄著
『社会進化論．
ニロロ■０ムロロロロ、０，０■■０ⅡＢ■１■□ＰｃＶＧＰ■ⅡＤ０ｂ
有賀長雄
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スペンサーの代表的な訳書としては、尾崎行雄訳『権利提綱』（明治、．⑫）、松島剛訳『社会平権論』［全六冊］〈明治Ⅲ・５～同灯・２）、乗
竹孝太郎訳『社会学之原理』（明治胆・４）、大石正巳訳『社会学』［全五冊］（明治肥．ｌ～同恥・巴などがある』
とくに民権論考の教科書とみなきれたスペンサーの『社会平権論』（底本は巻・量め言冨［一八六四］のアメリカ版、松島剛訳全六冊）は、
民権思想家に多くの感化をあたえたが、かれらが民撰議院のための参政権の主体と考えていた人間は、じっは士族と富裕の農商であった。
またスペンサーの『社会学』〈大石正巳訳）は、単に社会学の理論としてばかりでなく、社会思想や政治思想の実践的原理としても大きな影響
作が日本に渡来し、日本橋の丸善の書架に並んだのは、
に関する追懐談」「社会学雑誌』第五三号所収、昭和３
当時、フランス語やドイツ語は、英語ほど一般に韮寝
る
し
か
な
く
、
も
ち
ろ
ん
丸
善
に
も
原
書
は
一
冊
も
な
か
っ
た
。
の
ぷ
し
げ
法学者・穂積陳重には、法理学上より見たフ①『隠居論』（明治別・皿〉といった珍しい著作があるほか、「祭祀と日本法律」といった社会学的な
論文がある鯵また一般むきの平易な社会学の入門書的な書物としては、渋江保の『社会学全』（明治〃・２）を第一とする》
スペンサー以外の社会学者としては、レスター・フランク・ウォード（米人）が翻訳紹介されているが、そのＰ一驚ミミ、言三電（一八八一一一年
刊）を訳したのは評論家の一二宅雄二郎〈雪嶺〉であり、かれは『社会学』と題して、明治一一十一年一一一月にその第一巻目を刊行した》ウォードの著
作
が
日
本
に
渡
来
し
、
日
本
橋
の
丸
善
の
書
架
に
並
ん
だ
の
は
、
明
治
十
七
年
〈
一
八
八
四
）
の
こ
と
と
い
う
（
布
川
静
淵
「
明
治
一
一
一
十
年
前
後
の
社
会
学
界
、
社
会
運
動
治刈・２己が唯一のものである。
方）あたえた。
い
の
か
お
ま
ど
い
ち
布川孫市（一八七○～一九四四、静淵はペンネー‐ム）は、山形県東根村に生まれ、慶応義塾を経て東京英和学校〈現・青山学院｝の神学部に入
学したが中退した〕のち巣鴨の明治女学校、東京女子大学、東洋大学などで社会学を講じた』同人によると、明治二十五、六年（一八九一一、九
一一一〉ごろ、グムプロヴィッチ（一八一一一八～一九○九、オ１ストリアの社会学者）の『人種競争』『社会学綱要』一社会学と政治』『社会学的国家観
念』等の著述をはじめ、シュモラー、バスチァン、ワルネック、ジンメル、ワィンチッヒ、ェ１リングなどの著書を入手するとき、直接ドイツに
注
文
し
て
、
取
り
よ
せ
た
と
い
う
（
布
川
、
前
掲
論
文
可
これに反して、社会学関連の体系的な述作といえば、有賀長雄の三部作〈『社会進化論』［明治Ｖ６］、『進化論』［明灯・６］、『宗教進化論』［明
股に普及していなかったから、
９ 
～－－ 
ド
イ
ツ
人
の
学
者
の
著
書
の
こ
と
は
、
加
藤
弘
之
の
著
書
や
論
文
を
通
し
て
知
(68）１３３ 
社会学伝来考
わが国に「統計学校」なるものが創設されたのは暎拾‐
統計家の中には、社会現象を分量的に観察する者もいた。
明治一一十年代、社会学はヨーロッパにおいても新学問であり、類書も少なかった、社会学は当時わが国では歴史哲学の観があり、世間ではそれ
を勉強しても何んら立身出世の実用にならぬとみられ、不振の状態にあった。
わがヨ』』「疏計学校一なるものが創設されたのは明治十年のことであり、官庁で統計事務のしごとをする吏員のために、統計の方法を教え竜
く
奴
あ
や
と
し
わが国の統計学の第一人者は、呉文聡（一八五一～一九一八、工部大学校，牢‐退、のち学習院教授、農商務省統計課長）である。呉といえば“統
計〃、〃統計〃といえば輿〈といわれるほどの第一人者であった。その呉は明治一一十一年（一八八八）『応用統計学』（富山房）を刊行したのを皮切り
に、専門書を九冊ほど執筆した》が、明治一一十年代末から同一一一十年代のはじめに訳書を二冊だしている）
一つはエルンスト・エンゲル箸『統計学之神髄』（明治Ⅳ・２〉、もう一つはメーョル・スミス箸『社会統計学』（明治詔・皿〉である．しかし、
当時のわが国の統計学の水準は、欧米における統計学の成果を紹介したにすぎず、社会現象の研究に役立つほど発達してはいなかった、
また明治一一十年代には、社会問題をテーマとするような箸訳書が刊行されている》たとえば、著書としては、城泉太郎箸『辨蝋済世危一一一一口』〈明
治別・３）、松原岩五郎箸『最暗黒の東京』（明治邪．Ⅱ）、桜井吉松箸『鰄詩日本之社会』（明治〃・４）などや、訳書としては監訓一割鑓Ｉソ箸『社
会問題前編』（明治筋・４）、艀一計》肌認ハーごト．鵬‐Ｉ自著「国家社会制』（明治茄・６）などがあ蔓
出坂吻ば涛代の要求とか、国民的志向とか、新説紹介などの意図によって刊行される場合が多々あるが、こういった箸訳書が出版されたという
明治一一十一年（一八八△には、労働争議が各地で起っているが、高島炭坑の坑夫虐待事件を雑誌『日本人』で取りあげたことで世論が沸騰し
之明治一一十五年（一八九一一）には、横須賀の海軍造船廠の工員五一五○名が大規模な同盟罷業をおこしたし、東京市内および市外の左官、大工
など計六百名も賃上げ要求して同盟罷業し、長一らに甲府の製糸場の女工一五○名が賃上げをもとめてストライキをおこした〕が、いずれも数日で
おわる微小なものであった。
出版物は時代の要求とか、国民的志向と，
ことは、社会意識の一つの現われであろう．
明治一一十七、八年（一八九四～九五）の日清戦争当時、全国の工場の数は、五千九百ほどあり、工場労働者の数は一一一十七万人〈女子一一十一一一万人、
男子十四万人）であった（布川、前掲論文）、明治一一十九年〈一八九六）、各紡績工場などでストライキが多発し、東京市内の仕立職人、門司港の
石炭仲仕、鹿児島のタバコ職人などもストライキをおこし迄この年は全国的な水害をうけ、また米作は不況であった》
132（69） 
明治一一一十年（一八九七）ごろより、社会主義運動が胎動するようになり、労働争議や農民騒擾がきかんとなる。学者、政治家、新聞記者、牧師
といった識者の指導によって、労働者の階級意識が高揚し、見識が向上したことによる
明治三十年もまた米作は不況であった、地方の農民は飢餓に苦しみ、米価は騰貴し、東京市中の各所に小屋掛けして、白米を安く売ったり、貧
しい者には米をほどこした。この年、足尾鉱毒事件が政治問題となり、翌一一一十一年〈一八九八）には、日本鉄道会社の機関手四○○名が、また三
井富岡製糸所の通いの女工ら七○○余人がストライキをおこした’
明治一一一十五年（’九○二）には、労働者救護法律案と貧民労働者保護法案が議会に提出された《』
社会的弱者への救済は、キリスト教徒や慈善家らによって明治二十年代よりはじまり、貧民学校、孤児院、施療病院、職業紹介所といった施設
□．ぜん
が各地につくられた。とくに慈善事業救護問題等にたずさわる人々は、キリスト教教団が設立した学校に学ぶものが多かった』かれらは信仰や教
義から博愛事業にしたしみ、また貧しい不幸な人間や労働者に同情や共感を寄せていた」
明治以来の社会事業に従事した人々は枚挙にいとまかないが、名の知られている慈善家には、つぎのような人物がいる
Ｕ
弾
う
じ
岡山孤児院：：…：石井十次（一八六五～一九一四、明治期のキリスト教社会事業家）は、岡山医学枝を中退後、孤児や貧児の保護事業に専念
感化事業…………留岡幸助〈一八六四～一九一一一四、
良少年のための家庭学校を創設。
た
れ
あ
き
免囚保護事業……原胤昭（一八五二一～一九四一一、明治から昭和期にかけての社会事業家）は、町奉行与力をへて、明治五年横浜の高島学校にま
なぶ。のちクリスチャンとなり、監獄改良、出獄人保護の事業に専念した》キリスト教に基づく人道主義はその一生を支配し
養育院……………田中太郎（一八七○～一九一一三、明治から昭和期にかけてのキリスト教社会事業家）は、青山学院に学んだのち、小役人とな
石井が孤児院事業にたずさわるようになったのは、中村正直訳『西国立志編原名自助論』（明治別・２）の中に出てくる
靴の修繕師バウンスなる者が、しごとの合い間に貧しい子どもたちを集めて教育するくだりを読んだことが契機になっている、
石井はその記事をよむや、心を奮いおこし、しぶんもこのような人間になろうといった誓いを立てた（一報知』明治塊．４．冊）。
留岡幸助〈一八六四～一九三四、明治から大正期にかけての社会改良家）は、同志杜神学校を卒業後、教諭師となり、のち不
し
た
。
た行動原理であった．》
(70）１３１ 
社会学伝来考
婦人矯風事業……矢島揖子
動に参加》
救世軍…………。：山室軍平（一八七一
日本救世軍司令官。
職業紹介事業・…：八浜徳一一一郎（一八七一～？、明治から大正期にかけての社会事業家）は、明治四年岡山県に生まれ、同志社神学校にまなんだ
のち、『基督教新聞』の編集に従事した。のち大阪職業紹介所の所長となり、失業者の救済に尽した》
また明治一一十年代までに、慈善事業の一環としての諸施設が、東京や京都において創設されたが、つぎに掲げてみよう、
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り、〃腰弁しごと〃をしたのち、社会事業へと足をふみ入れた』
か
じ
と
矢島揖子（一八一一一一一一～一九一一五、明治から大正期にかけての女子教育家）は、小学校教員をへて廃娼運動、婦人参政権獲得運
不
良
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の
感
化
矯
正
〔目的］
貧
困
児
童
の
教
育
普
通
教
育
を
授
け
る
普通教育を授ける
孤
児
貧
児
救
護
普
通
教
育
を
授
け
る
貧
窮
者
の
た
め
の
施
療
秦児、貧民の収養
普
通
教
育
を
授
け
る
ぐ
ん
ぺ
い
軍平（一八七一一～一九四○、明治から昭和期にかけての宗教家）は、苦学して同志社神学校を出たのち、社会事業に尽力鄙』
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明治一一一十年代、社会問題や社会学の論著を公にした社会運動家や文筆家、学者にはｌ‐片山潜田島錦治、岸本能武太建部遮吾横山源之助、
窪田静太郎、村井知至、福井準造、辰巳小次郎、島崎満都夫、加藤弘之、三浦周行、岡百世、浮田和民、久松義典、安部磯雄、西川光次郎、遠藤
隆
吉
、
須
藤
求
馬
山
口
錨
太
矢
畷
龍
渓
十
時
弥
、
大
原
祥
「
幸
徳
秋
水
福
井
準
造
前
田
長
大
山
ロ
孤
剣
ｌ
な
ど
が
い
る
』
また明治一一一十年代は、欧米のさまざまな学説が新たに移入紹介された時期であり、訳書としては、］慰螂僻謎へキト着『社会之進化』（明治羽．
２）、一際１派課遊へ原著『社会学』（明治調・６）、驍聯勝奇調ス箸『社会学全』〈明治泌・９）、』釘羅熟ズミ誕著「社会統計学』（明治詔．、）、識Ⅲ癖一一一識へ氏著
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育
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校
本
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児
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る
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貧
児
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教
育
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授
け
る
盲
唖
子
弟
の
自
活
に
必
要
な
る教育を授ける
京
都
市
上
京
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盲
唖
孤
児
の
た
め
に
教
育
を
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け
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貧
児
に
小
学
程
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の
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都
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京
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明
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Ⅲ
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４
田
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司
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己
明
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、
東
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英
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．
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十
余
の
寺
津
田
真
道
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．
 
寄
附
卒
業
生
二
一
寄
附
七
名
現
・
五
Ｃ
名
現
二
名
つ・・
？
。？ 
□ 
コノ
● ● 
。？
朧
、 寄附
各
宗
本
山
寺
院
の
義
損
金
長
崎
及
び
フ
ラ
ン
ス
本
教
会
の
寄
附
金
》『社会学』第一六号より’
寄
附
同盟寺院の寄附
会
費
及
び
基
本
金
の
利
子
寄
附
下
谷
教
育
会
会
費
又
は
賛
助
員
の
義
務
金
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社会学伝来考
『社会学提綱』（明治別・８）、糾勵割勘．艀叫艀議論子署『社会学と政治完』（明治弱・加）、雛蕾枇瀞貯繩鰄部訳『社会学』（明治弱．、）などがある〕
日露戦争（明治師～同鍋）以前の社会問題や労働運動は、一部の知識人によって指導され、展開していった。とくに初期のころの労働運動は、
穏健な組合運動であったが、徐々にはげしさを増していった。その原因であるか、何んといっても困窮と生活不安であり、労働者を闘争へとむか
わせた。工場制工業がにわかに発展したのはよいが、物価が騰貴し、賃金はすえおかれたままであった。
そのため工場労働者は、組合を結成し、賃金の値上げを求めたが、雇用者側より拒否きれ、それがストライキへと発展した》それに対して官憲
は、明治一一一十三年〈’九○○）一一一月九日、”治安警察法“（法律第洲号）を、もって臨み、この法規によってすべての社会運動、組合運動への取締ま
論
文
－－－ 
は、明治一一一十三年〈｜坐
りが一段と強化された。
吾
・
浮
田
和
民
・
山
口
鋤
太
ら
の
著
述
活
動
か
顕
埜
べき、手堅い文献がいくつか生まれている、
は
自
然
の
勢
い
で
あ
っ
た
。
明治三十四年（一九○一）五月、安部磯雄、幸徳秋水、木下尚江、片山潜などの社会運動家は、「社会民主党」を結成したが即日禁止となった。
が、明治三十年前後の世相ははっきりせず、世の中が険悪になってゆくのは、日露戦争後、〃大逆事件〃（明治型）が起る前後という（布川、前掲
そ
れ
ら
は
わ
が
国
初
の
コ
ン
ト
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
書
舎
た
樋
口
秀
雄
の
『
社
会
学
小
史
全
』
（
明
治
必
．
且
つぎに明治期の社会学界について述べてみたい』
社会問題がいろいろとりざたされるようになると、読書界は社会主義とか経済学に関心をもつようになり、その結果書物が世間に出まわったの
明治期の社会学がいちばん栄えたのは、文献的にいって三十年代であり、学者としては岸本能武太・辰巳小次郎・遠藤隆吉・久松義典・建部遮
・浮田和民・山口鋤太らの著述活動が顕著である。日露戦争後の四十年代に入ると、量的にも社会学的業績はやや乏しくなる。しかし、特筆す
「社会学会」…………………明治豹～同ｎ．明治一一十九年（一八九六）一一一月、布川孫一によって創立され、加藤弘之、呉文聡、一二宅雪嶺などが参
明治一一十年代の後半から大正年間にかげて、学会、研究会、研究所、学院などが漸次つくられていった。それらは、つぎのようなものである。
、／卜のまとまった研究書を著した小林郁の
史
全
一
（
明
治
卿
・
８
）
で
あ
易
。
［存続期間］
『
コ
ム
ト
全
』
〈
明
治
型
・
型
と
か
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
社
会
学
通
史
を
執
筆
し
128（73） 
「日本社会学研究所」……明治抑～大正２明治四十年〈一几
し
、
社
会
学
の
宣
伝
や
普
及
に
つ
と
め
た
「日本社会学院」……：：：大正２～同廻大正一一年（一九一一一一）建部通苔によって創設され、米田注太郎ほか五ｃｃ名ほどか会員として参加した
機関誌として一日本社会学院年報』〈十巻）を刊行した
「日本社会学会」：：……：大正Ｅ～大正十一一年（一九一一一一一〉「日本社会学院」の後身下出隼吉、林恵海、今井時郎、戸田負一二らが参加〆事務
所を東大社会学研究室においた機関誌として『社会学雑誌一（大正旧～昭和５）、『季刊社会学．』（昭和６～同７年）、
．［ｌ函
一年報社会学』〈昭和８～岡川）、「社会学研究』（昭和的～同羽）、一社会学評論』（昭和弱～同泌〉などを刊行した
また明治一一一十五年〈一九Ｃ二）当時、本邦において社会学を教科の中に入れていた官学と私学についていえば、左記ｎようになる
この研究会か発足したとき、会長の加藤は登塘一して『社会学の研究いまだ進まず、今日にては社会学ははたして一つ
の科学なりや否やの問題すら決定せず」と述べ、本会は「社会を解剖し、その組織を知り、その活動する所以を研究せ
ざるべからず」と方針について語ったγ
統計学の専門家・呉文聡も増一上にあがると、「社会学はその根拠を統計学に霞かざれば半丈の価値なし」と喝破した
急日本・》明治別．Ⅱ．Ⅲ）
雑誌『社会』の表紙
加
し
た
機
関
誌
と
し
て
『
社
会
雑
誌
』
〈
ユ
ヶ
年
継
続
）
を
発
刊
、
こ
の
学
会
を
創
立
し
た
主
旨
は
、
社
会
学
の
学
理
と
社
会
問
題
と
を
講
究
す
る
た
め
で
あ
っ
た
二時事』明治孤・９．７）＆
（牡会闇題〉
「社会学研究会」……・……：明治例～同珊。明治一一一十一年〈一八九八）十一月、布川孫一、高木正
義らによって創設され、加藤弘之か会長となり、有賀長雄、坪内雄蔵、
呉文聡、片山満などが会員として参加々機関誌として》「社会』〈のち
一
社
会
学
雑
誌
』
と
改
題
〉
を
刊
行
し
た
講
演
と
研
究
会
を
隔
月
に
催
し
た
几ｃ七〉遠藤隆吉によって創設され、有賀、樋口などが参加し、公開講減会なし」を催
(74）１２７ 
社会学伝来考
高
輪
真
宗
本
派
大
学
林
…
…
岡
百
世
高等師範学校一………・…遠藤隆吉
哲
学
館
東
京
帝
国
大
学
文
科
…
…
…
建
部
迩
吾
早稲田専門学校…：…：：浮田和民
巣鴨大谷派大学林：……・樋口秀雄＄、
』
京
都
同
志
社
…
…
…
：
：
：
…
ロ
ン
ノ
ー
Ｉ
〔学校名］
［講師］
|社会学研究会」総会の
中央の人物は、会長
明袖の社会学は、幕末から明治十年前後の移植時代を経て二十年代の教育家・啓蒙家
らの活躍の時代に入り、ついで三十年代、四十年代には学説の移入紹介かおこなわれ、
社会学関連文献がさかんに公刊され、ここにおいて日本社会学は第一期の開花期を迎え
るのであ・る
ことに明治三十年代から大正十年前後にかけての日本の社会学界は、〃建部社会学〃
のひとり舞台の感があり、『普通社会学』〈前後四巻）の大著は、「二十世紀頭初の国際
的社会学文献の代表的箸述の一つＬと松本潤一郎は評してい易か、当時わが国で唯一の
体系的な研究書であった一一とは疑いない
一且，・・｛
しかし、内容のむずかしさ、読みつらさのせいか、流布本ではなかったという、
｝ばや？』罠（・
建部魅五口は、在任中「社会学は、一切の社会科学を包摂し、その上に位するものだ―
げ
入
よ
く
と
威
張
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
桑
木
厳
翼
〈
一
八
七
四
～
一
九
四
一
ハ
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
哲学者、東大教授）は、その哲学概論の講義のなかで、「社会学なんてものは成立しま
明治女学校高等科：。……布川孫一
126（75〉
、
、
、
、
、
、
、
みごと全会一致で否決されていた１．憤激した建部は、教授会に辞表をたたきつけて、郷里越後の横越村へ帰ってしまつ左建部の退職は、大
正十一年（一九一一一一）九月のことであり、その後昭和一一一年〈一九一一八）まで社会学科の陣容は、戸田貞一一一と今井時郎の両助教授、その下に藤田蔦
作、綿貫哲雄、竹下清郎の一一一講師によって構成されていった（「社会学会沿革七十五年概観」十一一頁）
退職後、建部が説えていたような、社会学を静学と勤学とに区別することも、純粋社会学と応用社会学とを対立させること‘も、徐々にはやらな
くなってきたついこの間まで社会学者として時めいていた建部、も、学者として通用するかどうか怪しい形勢に急転してしまった〉
明治一一一十年以前の東大の社会学は、〃外山時代“のそれであり、その後は〃建部時代〃か来るのだが、岼当時はまだ社会学の立場はろう間たるも
のでなかった社会学は誕生してみたものの、その周りには政治学・法律学・経済学・倫理学・宗教学・心理学などかとっくに、しっかりと根を
、
、
、
、
張り、社会現象をそれぞれの視点から研究していた社会学にはその一角に割り込むすき、Ｙｂなかった
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｅ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
そこで社会学の地位を一挙に向上させ、他の社会科学をその一部門として隷属せしめ、支配しようとＩ‐）たところに建部の誤算があった建部か
去ったのちの東大社会学科の戸田助教授は、「かみそりのやうな神経と皮肉とで学生を悩ま」した一ロシア社会史を専攻する今井助教授は、戸田
とは反対に寛厚の好々人、綿貫講師は女子大で識ずると大いにもてそうなタイプ．藤田講師は「社会学よりも、その多難な人生の体験が与へたで
あらうところの理屈の巧妙さと、一風格をもつ性格とか、学生達をよろこばせ」たく大塚虎雄一学界新風景』天人社、昭和５．４〉〉藤田はのちに
，に人／、
大学教師をやめると、学校経営者になる、わたしはその〃私塾〃的な学校に学んだひとりなので、この短躯の人物についてよく知っており、いず
れ
改
め
て
言
及
す
る
つ
も
り
で
い
る
建部迦吾
「太陽ｊ第１２巻第９号
６）よ'1
明治３
せんだからわたしはそれを認めないＬとはっきり、根底から社会学の存在権を否定し、冷笑
してまわった（大塚虎雄｛学会新風景』天人社、昭和５．４〉、
デセいシミハ・
建部は、愛弟子の戸田貞一一一〈一八八七～一九五五、昭和期の社会学者、のち東大教授）を譜
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
師から助教授にするために、講座の増設を教授会に提出した」おとなしいだけの諸教授は、口
を
つ
ぐ
ん
だ
ま
ま
、
賛
否
に
つ
い
て
は
っ
き
り
も
の
を
い
わ
な
い
た
だ
桑
木
だ
け
は
、
い
つ
も
ぬ
よ
う
に
「しぶんは社会学を認めないのだからＬと、あらかじめ反対の意志表示を建部にしておいた
投
票
箱
か
開
か
れ
た
7６１２５ 
社会学伝来考
明治という時代の社会学の特徴は、総じて借りものの学問Ｉｉ社会学理論の移植にとどまり、本物の研究が生まれる余地がなかった．外国から
入る文献を手にし、ひたすら書斎に閉じこもり、机上のうえでそれを怪しい語学力でかじり読みし、その概要を私見をまじえて学生に語り、また
ときにそこに書かれているアイディアや思想を抜きとり、あたかも自分の創見のごとく発表しておればよかった』
か
き
ん
それでも解説者、紹介者として歓迎された、どんな学問についてもいえることだろうが、あらゆる学問の先駆者や開拓者の研究に暇斑（欠点）
があるのは当然である“けれど日本人の真価を発揮した、独創的な社会学研究の出現は、大正・昭和の時代にもとめねばならない」社会学が日本
人の学問として、その成果が現れるようになるのは、大正以降のことである、
、
、
いずれにせよ、明治期の社会学者と称》（（）れる人々は、テンポのはやい、社会学の歩みにおくれまいと、海外学説の送迎にいとまなく、またなま
、
、
、
、
くら教師は、十年一日の講義にお茶をにごした》これは、むかしもいま、ｖｂまったく変らない当時の学者は、けなげにも輸入学問の社会学にくら
いつき、その理論の移入紹介につとめた貢績は大いに評価できるとしても、まだまだ世界に通用する学者はすぐなく、ほんものの学者は払底して
ﾚコ
ズニ百百丁言百丁注
～－－～－－－－－､～－－～-－｡､－－ 戦
後
の
昭
和
二
十
五
年
（
’
九
五
○
）
か
ら
同
四
十
搾
っ
て
お
く
こ
と
も
あ
な
が
ち
無
意
味
で
は
あ
る
ま
い
』
０
 
こういった肉体労働者（親方から“若い衆“と呼ばれた〉は、つねに世間から言げすまれ、あなどられ、ときに白い眼でみられ、またときに恐れら
れた。体に入れ墨がある者が多く、ときたま背中にみごとな竜の彫り物をしている者もいて、町の銭湯に行くとよく目にした。
『読める年表・日本史』（自由国民社、平成七年一月）、八六五頁。
斉藤正一一「明治一一一十年代における日本社会学」（『社会学論議』ｚＰ設所収、日本大学社会学研究室、昭和四十一一年一二月）．
松原岩五郎『最暗黒の東京』（岩波書店．平成十七年十一月）、一八一一一頁を参照。
土工と土方は同義である．とくに土木工事において、土を掘ったり、運んだりするしごとに従う労働者をいう、わたしは当時のことは知らぬが、終
後の昭和一一十五年（’九五○）から同四十年（一八六五）ごろまでのかれらの生活の実態をよく知っている〕社会史のうえから、かれらについて語
田中家文書「秩父暴動雑記」（この一行は、『写真でみる秩父》
千鴫寿『国民党蜂起』（田原書房、昭和五十八年二月）、七頁》
『読める年表・日本史』（自由国民社、平成七年一月）、八六折
（この一行は、『写真でみる秩父事件』新人物往来社、昭和師年６月の五頁に引用されている）。
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－－．－－～ 
８７ 
Ｇ－一￣■－－－
わ
た
し
は
三
木
に
ま
っ
た
く
同
感
で
あ
る
．
も
の
を
書
く
人
間
は
、
だ
れ
に
で
も
わ
か
る
文
章
を
書
く
べ
き
で
あ
る
。
才
を
て
ら
い
、
わ
ざ
と
博
学
を
見
せ
つ
け
る
よ
う
な
難
解な文章は避けるべきである）読んでもらうことを第一義に考えた場合、やさしい文になるのが自然だからである．
や
ま
く
み
こ
」
崎
〈
＊＊山口孤剣（一八八一一一～一九一一Ｃ、旧姓福田、本名・義一二）は、明治十六年（’八八一一一〉四月十九日、山口県下関豊前田町ｎ呉服商福田伊助の一一一男に
生
ま
れ
、
徳
山
中
学
を
脚
気
の
た
め
に
三
年
で
中
退
し
、
上
京
後
「
東
京
政
治
学
校
」
（
自
由
党
代
議
士
・
松
本
君
平
の
私
塾
）
で
学
ん
だ
。
の
ち
本
郷
中
央
会
堂
で
宮
崎
湖
処
子
より洗礼をうけた。山口が社会主義者となる契機となったのは、明治一一一十一一一年の冬ごろ、松原岩五郎の『最暗黒の東京』（民友社、明治妬．、）をよん
だことによる⑧山口は単身『万年町や鮫ヶ橋の貧民窟の探訪に出かけ、そこでの下層民の悲惨な生活に心をうごかされた。明治一一一十七（’九Ｃ四）十月
三
木
は
「
だ
れ
に
で
も
分
か
る
、
わ
打
徒
』
第
八
巻
第
十
一
号
、
昭
和
９
．
ｍ
）
親
方
や
帳
付
け
は
、
印
半
纏
を
着
て
現
場
で
人
夫
を
ざ
も
い
た
か
ら
で
あ
る
＃
そ
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
、
『
『
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
沿
革
七
十
五
年
慨
観
わ
た
し
は
日
本
社
会
学
の
沿
革
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
・
に
面
白
く
よ
め
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
っ
た
鳧
エ
も
の
に
し
て
は
、
わ
り
と
理
解
し
や
す
い
も
め
も
あ
っ
た
。
昭和二十年代の賃金は、大工や左官にくらべて格段に低く、一日はたらいても、一一五Ｃ円から一一八（い）円、景気がよくなって来ても、一一一一一Ｃ円ほどし
夛
令
鰹
し
か
も
ら
え
な
か
っ
た
、
か
れ
ら
の
多
く
は
人
生
の
失
敗
者
、
社
会
の
落
伍
者
、
運
に
見
放
さ
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
』
毎
日
ン
ヤ
ベ
ル
や
鵺
噛
を
に
ぎ
り
、
工
事
現
場
で
懸
命
に
は
肚宇一空色
｛
ぜいり
たらき、日暮れどきに飯場にもどり、夕飯のときに焼酎をのみ、明日への鋭気を養うのがつれであった（｜ときどき他所の飯場と出入（けんか）や仲間
との暴力事件などが起った、その経歴はまちまちであった“１１もと職業軍人（将校）、シベリア帰りの兵隊、特攻隊員、ヤクサ、テキヤ、ボクサー、
サラリーマン、学生くずれ、逃亡中の犯罪者、農夫、職人、調理人などである、こういった労働者を使うのが親方（〃おやじ”〉と呼ばれる人間であり、
元ヤクザが多かった。その下にいたのは、〃帳付け“とか〃世話役〃と呼ばれる役付の者であり、学校出が多かった□かれらは、親方の代りをつとめ
大正から昭和期にかけてのわが国の代表的な哲学者であった一一一木清一一八九七～一九四五）は、社会学の本をよむのが割りあい好きで、よくよんだ
と
い
っ
て
い
る
、
け
れ
ど
「
い
っ
た
い
に
日
本
の
社
会
学
者
の
本
は
、
じ
っ
き
い
読
み
に
く
く
て
困
る
」
と
語
っ
て
い
る
》
難
解
な
哲
学
書
を
読
み
抜
い
て
頭
の
ほ
う
も
ほ
と
ん
どできていた、一一一木のすぐれた頭脳をもってしても、ときによくわからぬ社会学書もあったようだ（
三
木
は
「
だ
れ
に
で
も
分
か
る
、
わ
れ
わ
れ
に
も
役
に
立
つ
よ
う
な
本
が
出
来
る
こ
と
は
ひ
じ
ょ
う
に
望
ま
し
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
る
（
「
社
会
学
座
談
会
」
『
社
会
学
る責任者である’
夕
し
る
し
侭
Ａ
て
ん
印半纏を着て現場で人夫を茎」しずしていた』ときどき警察が人の出入りを調べに来ることがあった。出獄人や保護観察中の人間
そ
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
て
も
、
み
ん
な
明
る
か
っ
た
よ
う
に
思
う
》
よ
く
み
だ
ら
な
話
を
し
て
い
た
、
…
…
社会学科沿革七十五年概観』（東京大学文学部社会学研究室、昭和二十九年八月）、四四頁、
一学の沿革を書くにあたって、いやが応でも、明治期の社会学について、多くの日本文献に月を通憂」ざづく》をえなかったが、ひトレよう
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
っ
た
、
中
に
は
祈
祷
師
の
呪
文
の
よ
う
に
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
も
の
が
あ
り
、
そ
う
か
と
思
う
と
、
古
い
時
代
に
書
か
れ
た
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社会学伝来考
撰文は堺利彦（一八七Ｃ～一九一二一一一、社会主義者〉による。（『近代婦人問題名著選集第一一巻』〈日本図書センター、昭和訂・３）の岩井サチ子の
「解説」と『大逆事件と『熊本評論』〈一一一一誓房、昭和価．Ⅳ）の「人物群像」を参照）。
なお第六章の執筆にあたっては、つぎのような請書を一部参考にした〉清原貞雄箸『明治時代思想史』（大鐙閣発行、大正、。Ⅳ）、『明治文化全集
第六巻社会篇』（日本評論社、昭和４．２）、『明治大正史ｌ言論篇』（朝日新聞社、昭和５．川）、加田哲二箸『近代日本社会成立史』（文元社、昭
和別，７）、『明治文化史５学術編』（洋々社、昭和羽・望、日置昌一箸『文化大年表第五巻』（大蔵出版株式会社、昭和訓・７）、『明治文化史Ⅱ
社会経済編』（洋々社、昭和刈・８）、『図説日本文化史大系、明治時代』〈小学館、昭和孤・９）、朴疏華共著『研究日本史』〈清水書院、昭和
孤・９）、『図説日本文化史大系、大正昭和時代』（小学館、昭和兜・９）、井上光貞著一日本史』（学生社、昭和弧・５）、安藤達朗著『大学への
日本史』（研文書院、昭和侶・９）、『コンサイス世界年表』〈一一一省堂、昭和別．、）、『新日本史主題史年表』（清水書院、昭和Ⅲ・３〉、『年表式日本
史小事典』（文英堂、昭和侃・３〉、『読める年表・日本史》（自由国民社、平成２．川）。
「
孤
剣
君
本
姓
〈
福
田
実
名
〈
義
一
一
一
下
ノ
関
か
産
出
シ
タ
ル
最
大
最
初
ノ
社
会
主
義
者
熱
血
熱
涙
能
文
雄
弁
大
正
九
年
九
月
一
一
日
没
ス
年
一
一
一
十
八
十一一一周忌一一際シテ此ノ墓ヲ建シ」
より翌年一月にかけて、同郷の小田頼造とともに”平民新聞・社会主義書類“と白地に染め抜いた”赤い箱車“を奥いて、社会主義の伝道行商をおこ
なった。時に二十一一歳。山口は生前、筆禍事件や市電値上げ反対運動でたびたび起訴投獄された？
大逆事件後は、新聞・雑誌記者をして生計をたてたが、病いをえて大正九年（一九一一Ｃ）九月一一日、妻の郷里宇和島鎌原通八番地で病没したく田中
英夫箸『山口孤剣小伝』〈花林書房、平成焔・３）、墓は下関市西神田の市営墓地にあり、墓の背面につぎのような碑銘が刻まれている．
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